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論

議

マ
ル
ク
ス
白
岬
ゆ
る
紅
曾
的
窟
識
形
趨
に
つ
い
て

第
二
十
二
審

(
第
一
瞬
一
二
凡
)

J、

マ
ク
ル

ス
の
謂
ゆ
る
枇
曾
的
意
識
形
態
に
つ
い
て

洞

上

肇

マ
ル
ク
ス
の
唯
物
史
翻
の
公
式
|
|
経
済
皐
研
究
の
結
川
端
、
「
私
が
得
た
正
こ
ろ
の
、

き
う
し

τ
一
旦
こ
れ
を

得
化
後
は
、
判
仙
の
研
究

ω導
き
の
妹
ご
な
っ
た

t--λ
ゅ、

一
般
的
結
論
は
、
簡
単
に
弐
の
如
〈
日
公
式
化
し
得

る
」
ご
い
ふ
書
き
山

L
の
も
ご
に
、
彼
れ
の
音
量
現
は
せ
る
唯
物
史
似
の
一
公
式
|
|
ω
第
一
節
に
は
、
究
の
知
〈

通
一
-
て
あ
る
。

「
人
類
は
、
彼
等
の
生
活
の
枇
品
目
的
生
産
に
お
い
て
、

ニι
の
、
必
然
的
の
、
彼
等
の
意
志
か
ら
凋
立
し
た
閲

係
に
、
卸
も
彼
等
の
物
質
的
生
産
カ
の
一
定
の
俊
腿
階
段
に
順
臆
す
る
ご
こ
ろ
の
生
産
関
係
に
、
入
b
込
む
。

こ
れ
ら
生
産
関
係
の
総
和
は
、
そ
の
上
に
法
律
的
右
よ
ぴ
政
治
的
の
上
層
緯
築
が
立
つ
ご
こ
ろ
の
、
且
っ
そ
れ

に
は
一
定
の
枇
曾
的
意
識
形
態
が
順
膳
す
る
ご
-
』
ろ
の
、
現
賞
り
土
壷
た
る
.
刷
曾
の
経
協
制
的
構
造
を
形
成
す

る
o

物
質
的
生
活
の
生
産
方
法
は
.

一
般
的
に
、
吐
曾
的
の
、
政
治
的
の
、

お
よ
び
精
神
的
の
生
活
過
程
を
制

約
す
る
。
人
類
の
意
識
が
そ
の
存
在
を
規
定
す
る
の
で
な
く
て
、
む
し
ろ
之
仁
反
し
、
彼
等
の
枇
曾
的
存
在
が

そ
の
意
識
を
規
定
す
る
の
で
あ
る
』
。



在
が
ふ
・
ζ

の
論
文
に
お
い

τ主
た
る
問
題
正
せ
ん
芭
す
る
芭
-
』
ろ
は
、
以
上
の
一
勾
に
い
ふ
正
ニ
ろ
の
「
枇
曾

的
意
識
形
態
』
ご
は
何
で
あ
る
か
、

古
い
ふ
勅
に
あ
る
。

最
も
康
〈
行
は
る
、
見
解
に
よ
れ
ば
、
枇
曾
の
経
済
的
構
造
ご
い
へ
る
現
貨
の
「
土
釜
」
の
上
に
、
先
づ
法
律
的

お
よ
び
政
治
的

ω「
上
層
処
築
」
が
立

τら
れ
、
一
見
に
そ
の
上
に
、
言
は
ば
第
三
階
正
し
て
一
耽
命
的
意
識
形
態
が
立

τι
れ
て
ゐ
る
‘

ピ
僻
酬
押
さ
れ

τゐ
る
や
う
で
あ
る
。
(
か
、
る
解
蒋
を
取
る
者
は
、
会
式
の
後
の
郎
分
に
現
は

る
、
ご
こ
ろ
の
、
「
終
消
的
基
礎
の
盤
動
に
件
う

τ、
ど
え
ら
し
上
層
建
築
の
全
部
が
或
は
急
激
に
或
は
徐
な
に

強
草
す
る
」
古
い
ム
一
旬
の
な
か
の
寸
上
層
建
築
」
を
以
て
、
法
律
的
お
よ
び
政
治
的

ω
上
居
建
築
以
外
の
も
の
を

も
合
む
己
な
す
)
。
自
然
.
枇
品
目
的
意
識
形
態
己
は
、
一
公
式
の
後
の
節
に
い
ふ
正
こ
ろ
の
「
法
体
的
、
政
治
的
、

宗
数
的
、
謀
術
的
・
ま
た
は
哲
率
的
の
、
簡
明
に
言
へ
ば
.
制
念
的
の
諸
形
態
」
ご
同
一
一
硯
せ
ら
れ
る
。
芭
こ
ろ

で
私
は
ζ

れ
E
諭
I
異
っ
た
見
解
を
有
っ
。
私
の
見
る
己
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
此
曾
的
意
識
形
態

ω或
る
も
の
は
、

(
私
は
般
に
是
の
或
る
も
の
を
鰹
憐
的
意
識
形
態
ご
名
づ
げ
る
)
、
現
賀
川
り
土
豪
た
る
枇
曾
の
経
情
的
構
造
己
分
離

L
得
べ
か
ら
さ
る
泌
絡
を
有
っ
。
ぞ
れ
は
土
盈
の
な
か
に
織
り
込
ま
れ

τゐ
る
。
こ
の
土
議
の
上
に
、
先
づ
法
律

的
お
よ
び
政
治
的

ω上
府
建
築
が
立
も
、
延
に
そ
の
上
に
、
第
二
の
上
勝
雄
築
ご
し

τ
|
|従
っ
て
土
盗
か
ら
は

可
な
り
懸
り
雌
A

い
た
空
中
に

l
l経
協
制
的
意
誠
形
態
が
銭
え
て
ゐ
る
わ
日
り
で
は
な
い
。
(
も
し
さ
う
で
あ
る
な
ら

ば、
R

公
式
は
、
「
そ
の
上
に
法
律
的
お
よ
び
政
治
的
の
上
屠
建
築
が
立
つ
ご
ニ
ろ
の
、
且
っ
そ
料
に
は
一
定
の
祉

t高

議

マ
ル
ク
ス
の
岬
ゆ
る
批
骨
的
意
識
時
現
に
つ
い
て

第
二
十
二
巻

(
為
一
一
揖
一
一
一
九
)

-
Jc 



論

議

マ
ル
ク
ス
ゆ
調
ゆ
る
尉
官
的
諮
描
酔
態
に
つ
い
て

第
二
十
二
巻

(
第
一
誠
二
エ
口

ヨ

O 

曾
的
意
識
形
態
が
版
隠
す
る
ご
こ
ろ
の
」

正
言
っ
た
風
に
、

後
者
に
関
す
る
語
格
を
特
に
麺
へ
な
か
っ
た
で
あ
ら

p

フ
J
n
u

か
〈

τ
私
の
見
る
ご
こ
ろ
仁
よ
れ
ば
、

現
貨
の
土
肇
た
る
枇
曾
か
経
済
的
構
誌
の
研
究
は
、
岡
山
吋
口
、
副

曾
的
意
識
形
態
の
或
る
主
な
る
も
の
、
研
先
己
な
る
。
前
者
の
研
究
は
却
も
級
者
の
研
究
で
め
る
。

7

F

ク
月
は
そ
の
「
極
端
判
的
学
批
判
」
に
お
い
℃
、
ま
た
こ
の
著
作
的
繊
総
正
も
見
る
べ
き
「
資
本
論
」
じ
お
い
て
・

「
資
本
家
的
生
産
方
法
な
ら
び
に
之
に
順
牒
せ
る
生
産
附
係
お
よ
び
交
易
闘
係
』
を
・
郎
も
資
本
家
的
批
曾
の
『
現

貨
の
土
壷
』
た
る
資
本
一
滅
的

ω
「
経
情
的
構
池
』
を
・
明
究
し
た
o

も
し
先
き
の
一
句
に
謝
す
る
な
の
解
蒋
が
嘗
つ

τゐ
る
な
ら
ば
、
「
経
済
感
批
判
』
ま
た
は
「
資
本
論
」
に
お
い

τは
、
骨
同
然
に
資
本
家
的
枇
舎
の
意
識
形
態
が
論
世

ら
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
事
貨
は
川
市
し
て
何
う
で
あ
う
う
か
?

私
の
見
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
『
経
済
皐
批
判
」
お
よ
び
「
資
本
論
」
川
町
耐
虫
日
正
も
、
或
る
意
味
に
お
い
て
は
金

然
、
資
本
家
的
枇
曾
の
意
識
形
態
の
研
究
か
ら
成
る
o

し
ば
ら
〈
之
を
「
資
本
論
』
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
そ
の

主
題
允
る
資
本
そ
の
も
の
が
、

一
定
の
、
歴
史
的

ω、
枇
命
目
的
意
識
形
態
で
ゐ
品
。
資
本
家
は
み
づ
か
も
何
百

前
向
、
何
千
高
闘
の
資
本
を
有
つ
正
意
識
し
て
ゐ
る
。
彼
が
所
有
す
る
ご
こ
ろ
の
も
の
は
、
賞
は
工
場
で
あ

b
機
械

で
あ

h
原
料
で
ゐ
る
仁
し

τも
、
彼
れ
自
身
は
何
百
詩
、
何
千
疏
聞
の
資
本
を
有
つ

E
意
識
し

τゐ
る
o

彼
に
雇

は
れ
て
ゐ
る
帥
労
働
者
も
ま
た
、
彼
を
以
て
何
百
高
、
何
千
高
闘
の
資
本
主
で
ゐ
る
Z
意
識
し
て
ゐ
る
。
郎
も
資
本

は
、
資
本
家
的
生
産
方
訟
の
支
配
せ
る
枇
曾
仁
存
在
す
る
己
こ
ろ
の
、
最
も
ま
な
枇
曾
的
意
識
形
態
の
一
つ
で
あ



る
o

そ
れ
は
富
め
る
者
も
貧

L
き
者
色
、
品
副
養
め
る
者
も
無
事
文
盲
の
者
も
、
老
人
色
子
供
も
、
荷
〈
も
資
本
家

的
一
肱
曾
に
住
め
る
者
な
ら
ば
、

み
な
裳
過
に
有
っ
て
ゐ
る
ご
こ
ろ
の
、
最
も
「
創
曾
的
」
な
意
識
形
態
の
一
円
ノ
で

か
、
る
意
識
形
態
は
如
何
に

L
て
生
産
吉
れ
た
か
?

そ
れ
は
資
本
家
的
生
産
方
法
1
1
i
資
本
家
的
な
る

あ
る
。

「
物
質
的
生
活
の
生
産
方
法
」
1
ー
を
考
究
す
る
こ
ど
に
よ
b
、
始
め
て
理
解
さ
れ
得
る
。
か
、
る
意
識
の
内
容
は

如
何
に
畿
展
す
る
か
?

そ
れ
は
資
本
家
的
生
産
方
法
の
下
じ
右
り
る
「
物
質
的
生
産
力
の
一
定
の
畿
展
階
段
に

順
臆
す
る
ご
こ
ろ
の
生
産
闘
係
」
の
沓
展
を
考
察
す
る
こ
ピ
に
よ
h
J
、
始
め
て
理
解
さ
れ
い
得
る
。
「
-
一
グ
ロ

1
は-一

グ
ロ

I
r
。
た
ど
彼
は
一
定
の
朕
態
の
も
ご
に
始
め

τ奴
隷
Z
な
る
。
紡
仙
闘
機
械
は
品
開
を
践
む
機
械

r。
た
Vh
毛

色
噌
'
九

-
」
れ
ら
の
航
態
か
ら
切
ち
離
L
た
な
ら
ば
・
金
が
そ
れ
向
身

れ
は
一
定
的
り
紋
態
の
も
ど
に
始
め
て
資
本
ご
な
る
。

に
お
い
て
貨
幣
で
な
い
や
う
に
、
ま
た
砂
峠
慨
は
砂
臓
の
債
格
で
な
い
や
う
に
、
そ
れ
は
少
ー
も
資
本
で
は
な
い
。

資
本
も
ま
た
一
の
枇
曾
的
生
産
関
係
で
ゐ
る
o

そ
れ
は
プ
戸
デ
ヨ
ア
枇
曾
の
フ
Y

ヂ
ヨ
ア
的
生
産
関
係
で

あ
る
』
。

一
定
の
物
は
か
、
る
生
産
関
係
の
も
ご
仁
置
か
る
、
こ
古
に
よ

b
、
言
ひ
換
ふ
れ
ば
、
人
が
物
を
越
し

て
一
定
の
生
産
関
係
を
結
ぶ
ピ
吾
、

そ
の
物
は
始
め
て
資
本
ど
な
る
の
で
あ
b
、
そ
れ

E
同
時
に
、
資
本
E
い
ふ

意
識
が
人
間

ω頭
の
な
か
に
宿
る
の
で
あ
る
。

rhrら
資
本
な
る
意
識
な
ら
び
に
そ
の
意
識
内
容
の
融
制
度
は
、
資

本
家
的
な
る
生
産
関
係
の
成
立
な
ら
び
に
後
展
に
順
膳

F
る
の
で
あ
b
、
従
っ
て
こ
れ
が
理
解
は
、

か
の
資
本

論
|
|
「
事
物
が
そ
の
も
ご
に
包
括
古
る
、
ご
こ
ろ
の
、
定
義
を
問
題
正
す
る
の
で
な
〈
、

一
定
の
範
鴎
に
表
現

第

銃

) 

諭

接

体
ニ
イ
二
巷

マ
ル
ク
ス
申
調
ゆ
る
配
曾
的
意
識
略
惑
に
う
い
て

Lohnarbeit und Kapital. (一九二五年改版， tJli銀本， 32， 34頁)1) 



(
第
一
協
一
三
二
)

第
二
十
一
一
巻

一

マ
ル
ク
ス
白
瑚
ゆ
る
此
合
的
意
識
階
漣
に
つ
い
て

き
る
る
一
定
の
機
能
e

炉
問
題
正
す
る
い
己
こ
ろ
の
資
本
論
|
|
の
全
容
に
旦
る
研
究
を
必
要
正
ー
す
る
の
で
ゐ
る
。

f首

5貰

「
資
本
は
た
に
に
生
活
資
料
、
勢
働
具
お
よ
び
原
料
か
ら
の
み
成
り
立
つ
の
で
は
な
い
、
た
だ
に
物
質
的
の
生

産
物
か
ら
の
み
成
り
立
つ
の
で
は
な
い
、
ぞ
れ
は
岡
崎
に
ま
た
、
交
換
償
値
か
ら
成
り
立
つ
。
こ
れ
を
構
成
す
る

総
て

ω生
産
物
は
両
町
田
で
あ
る
。
ザ
ド
か
ら
資
本
は
、
た

r仁
物
質
的
生
産
物
の
一
定
量
で
ゆ
る
ば
か
り
で
な
〈

一
定
量
で
あ
ふ
以
。
村
い
か
ら
資
本
の
一
蓮

そ
れ
は
商
品
の
、
交
換
償
値
の
・
枇
曾
的
の
大
き
さ
を
有
っ
た
も
の
、
、

動
の
一
、
資
本
家
的
一
枇
曾
の
生
命
運
動
の
腕
究
は
、
「
商
品
の
分
析
か
ら
始
ま
る
」
わ
け
で

b
る
が
、
こ
の
商
品
の
分

析
に
お
い
て
も
、

脊
々
は
、

一
定
の
物
は
一
定
の
生
産
関
係
の
も
ご
に
置
か
る
、
が
ゆ
へ
仁
商
品
百
な
h
、
商
品

同
闇
値
を
有
つ
の
で
あ
h
、
従
っ
て
ま
た
、
吾
々
の
頭
の
な
か
に
も
、
商
品
ま
た
は
伺
値
ご
い
ふ
意
識
が
生
守
る
の

で
あ
る
£
い
ふ
こ
ご
を
、
明
白
に
知
り
得
る
o

一
定
の
商
品
例
へ
ば
金
が
、
特
純
の
商
品
化
る
貨
幣
ピ
な
る
の

も
、
同
じ
こ
正
で
ゐ
る
。
「
金
は
そ
れ
自
身
に
お
い
て
貨
幣
で
は
な
い
」
、
そ
れ
は
一
定
の
枇
曾
関
係
の
も
さ
仁
置

か
れ

τ、
始
め
て
み
づ
か
ら
貨
椛
ご
な
b
、
人
の
頭
の
な
か
に
貨
鮮
な
る
意
識
を
生
産
す
る
o

商
品
、
貨
幣
、
債

他
、
債
格
、

こ
れ
ら
は
皆
な
商
品
生
産
枇
曾
に
お
り
る
生
産
関
係
の
表
現
で
あ
h
・
同
時
に
商
品
生
産
枇
曾
に
存

在
す
る
枇
曾
的
な
意
識
形
態
で
ゐ
る
。

一
定
の
使
用
慣
値
物
|
|
例
へ
ば
米
ー
ー
は
、
吾
々
の
枇
曾
に
お
い
て
は

ロ
，
b
y
y
y
、
ク
山

F
l
y
-
の
孤
島
に
お

γ
て
は
、

そ
れ
は
如
何
じ
す
る
芭
も
商

同
時
に
商
品
で
ゐ
り
得
る
が
、

品
ピ
は
な
り
得
な
い
。
或
物
が
商
品
ご
な
る
た
め
仁
は
、
他
人
の
所
有
物
言
樹
立
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

A
な
る
物
の

Das Kapital， H， S. 197. 
Lolmal'beit und K礼.pital.(同上， 35瓦)
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所
有
者

E
B
な
る
物
の
所
有
者
ど
が
其
等
の
物
の
交
換
を
媒
介
ご
し
て
枇
曾
閥
係
を
結
ぶ
時
、
そ
れ
ら
の
物
は
始

め
て
商
品
ピ
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
瓜
島
に
孤
立
せ
る
ロ
ピ
ン

y
y
に
ピ
つ
て
は
、
米
は
同
じ
米
で
も
商
品
正
は

な
り
得
な
い
G

た
ど
ひ
彼
が
難
航
の
折
一
定
の
金
貨
を
ポ
グ
ツ
ト
に
携
へ
て
ゐ
た
ご
し
て
色
、
そ
れ
ら
の
金
貨

は
、
彼
が
孤
島
に
逗
ひ
上
が
っ
た
利
那
か
ら
、
品
H
僻
た
る
性
質
を
失
っ
て
仕
ま
ふ
。
商
品
も
な
〈
貨
幣
も
な
き
所

に
、
物
が
商
品
ご
し
て
の
使
伯
ま
た
は
倒
絡
を
有

L
得
な
レ
の
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
い

O
L
か
る
に
吾
年
が
現
に

住
む
枇
品
目
に
お
い
て
は
、
殆
ど
総
て
の
生
産
物
が
商
品
化
古
れ
て
ゐ
る
が
放
に
、

A
な
る
物
の
X

阿
国
は
母
国
に
倣

L
、
B
な
る
物

ω
y量
は
拾
固
に
儲
す
る
ご
い
ふ
や
う
に
、
殆
ど
紬

τ
の
物
が
、
商
品
三
し
て
の
腐
値
ま
た
は
伺
椛

を
有
つ
。
従
っ
て
新
か
る
倒
値
翻
念
も
ま
た
、
最
も
普
遍
的
な
枇
命
的
意
識
形
態
の
一
に
崩
す
る
o

宮
め
る
者
も

貧

L
き
者
一
色
、
数
養
あ
る
者
も
無
町
四
千
文
自
の
者
も
、
老
人
も
小
供
も
、
荷
〈
も
商
品
世
界
に
生
活
す
る
者
は
、
み

一
定
の
物
が
全
何
回
に
値
す
る
ご
い
ふ
意
識
を
有
つ
o

な、

一
定
の
意
識
形
態
が
首
に
一
定
の
生
産
胸
係
仁
川
肱

し
て
ゐ
る
ご
い
ふ
こ
ご
は
、
吾
々
が
資
本
論
を
繊
〈
こ
ご
に
よ
b
、
章
を
迫
う
て
理
解

L
得
る
ご
こ
ん
で
あ
る
。

試
に
今
一
う
の
例
を
資
本
論
の
第
三
若
か
ら
引
〈
な
ら
ば
、
吾
々
は
、
剰
伶
勢
働
が
資
本
家
的
批
曲
目
に
あ
っ
て

は
利
潤
な
る
現
象
形
態
を
有
も
、
そ
れ
に
順
勝
L
Z
、
資
本
家
的
批
曾
に
は
利
潤
な
る
意
識
形
態
の
作
在
す
る
こ

ピ
を
如
る
o

封
処
的
な
副
曾
胸
係
の
も

ε
に
お
い
一
ー
は
、
被
搾
取
階
級

ω
剃
俄
労
働
が
年
一
民
と
い
q

ふ
現
象
形
態

を
有
っ
た
か
ら
‘

そ
れ
に
順
藤
し

τ年
実
E
ハ

I
L
剥
曾
的
意
識
が
存
在
し
た
の
で
あ
b
，
、
資
本
家
的
な
似
合
問
係

叢

論

マ
ル
ク
ス
の
胡
ゆ
る
祉
官
的
邑
忠
誠
形
態
に
づ
い
て

第
ニ
十
二
経

F 
~， 

腕

」



議

論

マ
ル
ク
ス
砂
羽
ゆ
る
枇
曾
的
意
識
暗
撞
に
つ
い
て

第
一
一
十
二
審

第

披

一
三
四
)

~~ 

の
も
ど
に
お
い
て
は
、
賃
拙
労
働
者
階
級
の
剃
除
労
働
が
資
本
に
劃
す
る
利
潤
ご
い
ふ
現
象
形
態
を
有
つ
か
ら
、

れ
に
順
膳

L
τ
、
吾
々
の
頭
の
な
か
仁
も
利
潤
ピ
い
ふ
意
識
が
生
ま
れ
る
の
で
め
る
。

rか
ら
、
刺
俄
国
明
値
の
利

潤
へ
の
鱒
化
を
必
然
的
な
ら
L
む
る
生
産
関
係

ω解
剖
は
、
同
時
に
利
潤
な
る
意
識
形
態
の
成
立
過
程
の
解
剖
ご

な
る
。
「
吾
々
が
本
容
(
資
本
論
第
三
容
)
に
お
い

vτ
展
開
す
る
ご
ζ

ろ
の
資
本
の
諸
容
姿
は
、
ぞ
れ
が
枇
曾
の
表

面
の
上
仁
、
目
:
ま
た
生
産
賞
事
者
の
通
例
の
意
識
の
う
ち
に
、
現
は
れ
来
た
る
正
こ
る
の
形
態
に
、

、
近
か
づ
〈
」
。

一
歩
づ

「
人
聞
の
怠
識
が
そ
の
存
在
を
規
定
す
る
の
で
な
〈
.
む
し
ろ
之
に
反
し
、
彼
等
の
一
枇
曾
的
存
在
が
そ
の
意
識

を
規
定
す
る
の
で
ゐ
る
」
。
唯
物
史
観
の
異
髄
ご
も
い
ふ
べ
き
此
の
見
解
は
、
経
済
且
干
の
研
究
仁
よ
h
、
1
1郎

も
商
品
、
貨
也
市
、
資
本
、
同
慣
催
、
債
格
、
利
問
、
等
、
等
の
意
識
形
態
が
、
如
何
仁
『
人
聞
が
そ
の
生
活
の
枇
曾

的
生
産
に
お
い
て
入
h
込
む
ぜ
-
』
ろ
の
生
産
関
係
」
に
順
熔

L
て
規
定
苫
る
、
か
を
研
究
す
る
ニ
ご
に
よ
b
、
1
l

7

V

ク
ス
に
ピ
つ
て
は
、
経
済
同
学
研

始
め
て
『
自
然
科
撃
的
に
忠
買
に
確
定
」
苫
れ
得
る
o

だ
か
ら
唯
物
史
凱
は
、

究
の
結
果
始
め
て
待
た
ご
こ
ろ
の
一
般
的
結
論
で
あ
る
。

「
枇
曾
的
意
識
形
態
「
』
を
以
て
、
「
法
律
的
お
よ
び
政
治
的
の
上
暦
建
築
」
の
上
に
位
す
る
ご
こ
ろ
の
、
第
二
の
上

層
建
築
E
な
す
論
者
の
う
も
に
は
、

マ
ケ
ク
ス
の
「
経
糖
皐
批
判
」
お
よ
び
「
交
本
論
」
を
以
て
‘
純
経
済
過
程
の
研 そ

Das Kapital， III， 1， S. "2 )
 

4
勾



究
に
止
ま
る
も
の
正
な
し
、
批
曾
的
意
識
形
態
の
研
究
に
至
つ
て
は
、

7

Y
ク
ス
の
遂
に
全
〈
着
手
す
る
に
及
ば

g
b
'し
ご
こ
ろ
だ
、

ご
な
す
者
が
あ
る
。
な
は
そ
の
最
近
の
一
例
ご
し
て
踊
本
和
夫
氏

ω論
文
を
引
〈
で
ゐ

ι

3
0
氏

ω論
文
『
経
憐
問
中
批
判

ωう
ち
に
お
け
る
T

U

F

ク
ス
資
本
論
の
範
闘
を
諭
す
」
に
は
、
『
近
代
布
麗
者
肱
曾
』

を
究
の
如
き
過
棋
に
分
析
し
て
あ
る
o

第

段

純
経
済
過
程

第

段

国
家
過
程
(
政
治
過
程
)

第
三
段

意
識
過
程

第
四
段

岡
際
過
程

苫
う
し
て
氏
の
い
ふ
と
ニ
ゐ
に
よ
れ
ば
、
「
資
本
論
に
お
い
て
彼
(
千
戸
ク
ス
)
が
そ
の
賞
際
に
取
扱
は
ん
ご
し
、

ま
た
取
扱
へ
る
所
は
、
・
;
・
:
私
(
稲
本
和
夫
氏

)ω
所
調
資
本
家
的
生
産
の
純
絡
協
相
過
棋
の
範
囲
を
出
で
な
い
も

一
り
』
一
で
ゐ
る
。
前
求
に
お
い
て
意
識
過
税
が
凶
家
過
税
吉
岡
際
過
粍
ピ
の
中
間
に
挟
ま
っ
て
ゐ
る
の
は
、
如
何
な
る

理
由
に
基
づ
〈
か
、
割
払
の
理
解
し
得
凶

z

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
少
く
ご
も
氏
の
意
識
池
桂
が
何
を
指
す
か
は
、
「
有

康
者
{
布
庫
主

2
2
1
1何
l
)
は
そ
の
仕
合
的
同
町
品
昨
砂
山
胞
を
布
す
る
。

1
1花
(
頑
本
氏
)
の
所
謝
意
識
過
程
』
古
い

へ
る
氏
の
説
明
に
よ
っ

τ、
こ
れ
を
知
ら
得
品
。
古
う
し
て
、
こ
の
意
識
過
程
は

l
l枇
曾
的
意
識
形
態
は

1
1

経
燐
過
程
炉
ら
遊
離
さ
れ
て
、
第
一
一
の
上
層
建
築
を
成
す
の
み
な
ら
ず
、

そ
れ
は
7
U
'
F
λ

が
資
本
論
で
取
扱
つ

(
部
一
都
一
三
五
)

五

論

護

マ
ル
ク
ス
凸
訓
ゆ
る
祉
骨
的
意
識
収
蔵
に
つ
い
て

第
二
卜
二
笹

『マルクス主義~(士正十三年十三月琵行). -if"i 在山λ，499， 50:'> .rt 5) 



論

議

マ
ル
ク
ス
自
制
ゆ
る
枇
合
的
意
識
市
蔵
に
ワ
い
て

第
二
十
二
審

(
第
一
概
一
三
六
)

". ，、

た
問
題
の
範
凶
外
に
比
四
は
っ

τゐ
る
、

正
ふ
の
で
あ
る

0
0
れ

E
も
、
私
の
見
る
ご
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
斯
様
な
解

副作は、

7
L
F
9
1

の
経
協
同
事

ω最
b
太
切
な
決
定
的
特
徴
に
劃
す
る
白
目
を
裏
書
す
る
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。

7 

2レ

ク
ス
が
そ
の
経
済
論
に
お
い
て
故
も
重
き
を
世
告
た
る
E
こ
ろ
は
、
人
ピ
人
己
の
生
庵
闘
係
が
彼
等
の
物
質
的
生

産
力

ω
一
定

ω鎌
足
階
段
に
順
応
す
る
ご
い
ふ
こ
己
正
、
刷
品
目
的
意
識
形
態
が
一
定
の
生
庫
閥
係
に
順
廊
ず
る
正

い
ふ
こ

t
z
、
こ
の
こ
つ
で
あ
る
。
こ
の
こ
つ
の
岐
本
的
見
解
が
、
彼
れ
の
経
隣
与
を
、
彼
れ
の
謂
ふ
ご
こ
ろ
の

プ
ル
ヂ
ヨ
ア
経
済
学
か
ら
極
別
す
る
o

こ
れ
を
時
曲
面
の
問
題
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
彼
は
商
品
、
貨
幣
、
資
本
、
岡
唄

倣
、
町
個
絡
‘
利
潤
、
等
、
等

ω枇
命
的
怠
識
形
態
が
、
如
何
に
一
定
の
生
産
関
係
に
断
廊
し
っ
、
あ
る
や
を
論
語

す
る
こ
正
に
よ
b
、

一
般
的
に
「
人
間
の
立
識
が
そ
の
作
仕
を
規
定
す
る
の
で
な
〈
、
む

L
ろ
之
に
反
し
、
彼
等

ω刷
曾
的
存
在
が
そ
の
意
識
を
規
定
す
る
」
ご
い
ふ
こ
ご
を
論
越
し
て
ゐ
る
の
で
ゐ
る
o

ぞ
れ
は
資
本
論
的
全
容

を
陶
帯
げ
て
論
調
叫
し

τゐ
る
正
こ
ろ
で
ゐ
る
に
も
拘
ら
す
、
意
識
形
態
の
問
題
は
資
本
論
の
縄
問
外
仁
川
般
は
る
な
ど

い
ふ
設
の
生
争
る
所
以
は
、
論
者
が
商
品
、
貨
俗
、
交
本
、
倒
伯
、
等
、
等
を
以
て
、
物
ま
た
は
物

ω自
然
的
性

質
で
ゐ
る
正
解
L
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
o

そ
れ
ら

ωも
ωを
物
ま
党
は
物
の
性
質
に
ご
忠
ぴ
込
ん
で
ゐ
る
か
ら
、

マ
ル
ク
λ

自
身
は
そ
れ
ら
の
も
の
が
皆
な
一
定
り
生
産
関
係
に
順
臆
す
る
正
ニ
ろ
め
彪
史
的
な
意
識
形
態
で
あ
る

こ
ご
を
よ
そ
力
説

Lτ
ゐ
る
の
に
け
れ
H
Eも
、
意
識

ω問
題
は
研
究
の
範
囲
外
に
時
間
は
る
ご
見
え
る
の
で
め
る
o

論
者
の
い
1

ふ
ご
こ
ろ
が
如
何
ド

7
Y
ク
λ

の
精
紳
仁
反
す
る
か
は
、
「
経
糖
皐
批
判
」
の
外
形
か
ら
で
も
諮
明
さ



れ
得
る
。

何
飲
正
レ
ふ
に
、

こ
の
書
に
論
じ

τあ
る
正
こ
ろ
は
、

商
品
お
よ
び
貨
幣
(
傾
値
ご
四
四
位
形
態
)
に
過
ぎ

冶
v
h

、。

f
j
B
M
 

し
か
る
に
も
拘
ら
?
、

こ
の
書
の
序
文
に
、

吾
々
が
滋
に
問
題
正
す
る
ご
こ
ろ
の
唯
物
史
制
酬
の
一
公
式
が
載

せ
て
あ
る
の
は
、

商
品
お
よ
び
貨
幣
に
闘
す
る
範
囲

rり
の
経
隣
論
に
お
い
て
も
、

吾
々
は
明
瞭
に
、

商
品
川
恨
錨

な
る
意
誠
形
態
が
商
品
生
産
ご
い
ふ
特
殊
の
歴
史
的
な
生
岸
関
係
仁
順
臆
す
る
も
の
だ
正
レ
ム
・
』
子
宮
、

理
解

t

得
る
か
ら
で
あ
る
。
な
は
ま
た
、

7

b

F

ク
ス
自
身
、
唯
物
史
観
の
公
式
の
前
書
き
に
お
い
て
、
彼
が
か
、
る
見
解

に
到
達
し
た

ω
は
、
縦
横
皐
研
究
の
結
川
市

r
t言
つ

τゐ
る
。
そ
れ
を
見

τも
、
唯
物
史
州
酬
の
徹
底
的
理
解
は
、

彼
れ

ω経
憐
晶
一
a

に
品
到
す
る
理
解
を
前
提
己
す
る
こ
ご
が
分
か
る
。
き
れ
ば
こ
そ
彼
は
、
そ

ω著
「
絞
憐
事
批
判
L
の

本
文
に
入
る
の
前
・
先
づ
そ
の
序
文
に
唯
物
巾
品
川
酬
の
公
式
を
掲
げ
た
の
で
あ
り
、

苫
う

L
一1
彼
れ
の
主
著
「
資
本

論
』
は
、
そ
の
第
一
版
の
序
言

ω胃
頭
じ

V
ふ
が
如
〈
.
先
き
の
着
地
的
継
続
に
外
な
ら
副
o
削
も
唯
物
史
似
の

公
式
は
、
彼
が
一
生
的
大
著
に
謝
す
る
序
言
で
あ
り
結
論
で
ゐ
る
。
唯
物
史
観
の
会
式
の
胃
頭
仁
掲
げ
ら
れ
た
る

一
何
を
も
ち
ぢ
h
ば
ら
ん
¥
に
切
・
り
雌

L
、
先
づ
枇
曾
の
経
臨
倒
的
構
池
か
ら
法
律
的
お
よ
び
政
治
的
の
上
厨
建
築

を
遊
離
し
、
真
に
ま
た
之
に
順
膝
ず
る
ご
こ
み
の
枇
曾
的
意
識
形
態
を
遊
離
し
・
そ
の
第
一
段
を
純
経
済
過
桂
己

な
し
、
第
二
段
を
闘
家
過
程
ご
な
し
・
第
三
段
を
意
識
過
程
ご
な
し
・

か
fτ
マ
片
ク
λ

が
資
本
論
に
お

v
t
取

援
へ
る
己
こ
ろ
を
以
て
「
資
本
家
的
生
産
の
純
経
済
過
程
の
範
闘
を
出
で
な
い
も
の
」
ピ
な
す
が
如
き
は
・
た

rに

唯
物
由
民
翻
に
劃
す
る
無
理
解
を
表
白
す
る
の
み
な
ら
す
、
ま
た
7

ル

p
λ

一
生
の
著
作
の
主
要
眼
目
を
金
〈
埋
設

論

議

マ
ル
ク
ス
白
調
ゆ
る
此
骨
的
結
誠
形
躍
に
つ
い
て

第
二
寸
二
巻

(
第
一
一
由
一
三
七
)

七



諭

叢

マ
ル
ク
ス
白
調
ゆ
る
融
曾
的
意
識
形
麹
に
つ
い
て

第
二
十
二
魯

(
第
一
揖
一
三
λ
)

λ 

L
去
る
も
の
と
調
は
な
け
れ
ば
な
ら
向
。

な
ほ
一
4
7

一
目
し
て
お
〈
が
、
『
枇
舎
の
経
済
的
構
造
」
ピ
「
枇
曾
的
意
識
形
態
』
E
を
切
h
離
す
こ
ど
が
設
謬
で
ゐ
る

ぜ
一
同
じ
ゃ
う
に
、
「
枇
曾

ω経
済
的
構
造
」
ピ
モ
の
上
に
立
つ
ピ
こ
ろ
の
「
法
律
的
お
よ
び
政
治
的
の
上
層
建
築
」
己

を
切

b
離
す
の
も
、
ま
た
説
謬
で
あ
る
。
第
一
段
に
純
経
済
過
程
が
ゐ
b
、
第
二
段
に
国
家
過
税
(
政
治
過
夜
)
が

あ
h
、

zvフ
し
て
資
本
論
の
研
究
は
純
経
済
過
積
の
外
仁
出
で
4
0

ピ
詑
〈
が
却
さ
も
・
ま
た
誕
謬
で
あ
る
。

... 
pレ

ク
ス
は
唯
物
史
制
の
公
式
の
後
の
節
に
お
い
て
、
「
生
産
関
係
・
ま
た
は
た
だ
之
に
謝
す
る
法
律
的
表
現
に
過
ぎ

ギ

2
所
有
刷
係
云
々
』
ご
も
一
言
っ
て
ゐ
る
。
生
産
閥
係
正
法
律
関
係
ご
は
・
も
・
り
ぢ
b
ば
?
{
ー
の
も

ωで
は
な

ν
。
資
本
論

ω第
一
容
第
一
篇
に
放
は
れ
て
ゐ
る
商
品
・

l
lそ
れ
は
生
産
物
に
謝
す
る
私
有
備
な
〈
し
て
考
へ

得
吋
か
ら

F
る
も
の
で
ゐ
る
。
商
品
ピ
商
品
ご
の
交
換
、
ー

l
そ
れ
は
一
人
の
商
品
所
有
者
ピ
他
の
商
品
所
有
者

己
の
聞
に
お
り
る
法
律
行
待
に
外
な
ら
ぬ
。
同
じ
〈
第
一
容
の
第
三
篇
以
下
に
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
資
本
の
生
産
開

係、

1
1そ
れ
は
資
本
気
に
よ
る
生
産
手
段
の
濁
占
的
所
有
(
卸
も
法
律
関
係
)
・

お
よ
び
資
本
家
己
券
働
者
ピ
の

聞
に
お
け
る
雇
傭
闘
係
(
即
も
法
律
蹴
係
)
を
雌
れ
て
は
、
存
在
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
進
ん
で
資
本
論
の
第
二

容
を
見
る
に
、

ぞ
こ
に
取
扱
は
れ
て
ゐ
る

b
の
は
資
本
の
流
通
過
程
で
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
専
ら
寅
民
正
い
ふ
法
律

行
錯
に
よ
っ

τ倍
ま
札
る
o

生
産
閥
係
正
法
体
闘
係
、
経
済
行
縛
ピ
法
律
行
潟
、
そ
れ
ら
は
水
ご
油
ご
い
ふ
や
，
フ

に
互
に
離
れ

J
¥の
も
の
で
は
な
い
。
法
律
閥
係
の
骨
hι
し

r
hり
が
、
そ
の
表
現
す
る
ぜ
こ
ろ
の
生
産
関
係
に
封
す



一
枚
の
紙
の
表
正
一
暴
言
の
如
〈
で
あ
る
。

る
閥
係
は
、

Hi1 
じ

唯
物
史
削
聞
の
日
公
式
の
後
の
部
分
(
犯
が
嘗
て
第
二
節
第
三
節
ピ
名
づ
け
た
部
分
)
に
は
、
一
肱
曾
の
物
質
的
生
産
カ

ご
生
産
関
係
正
が
街
尖
す
る
や
う
に
な
る
ご

一
枇
曾
革
命
の
時
代
が
来
る
正
い
ふ
噌
』
己
、

な
ら
び
に
「
か
、
る
縫

革

ω槻
・
日
常
に
鴬
つ
て
は
、

吾
々
は
常
に
、

自
然
科
事
的
に
忠
宵
に
確
定
せ
ら
る
べ
き
、

経
済
的
生
産
保
件
の
上
に

起
る
物
質
的
な
縫
革
ご
、
人
類
が
こ
の
矛
盾
を
意
識
す
る
に
歪
b
且
?
』
れ
を
排
撃
せ
ん
記
す
る
ご
こ
ろ
の
、

の
法
律
的
.
政
治
的
、
宗
説
的
、
鶴
術
的
、

ま
た
は
哲
同
学
的
、
飴
車
に
言
へ
ば
、
御
念
的
な
形
態

(
E
g
-
o向山
R
H
H
m

可。
5
2
)
ご
を
・
匝
別

L
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
ご
い
ふ
こ
と
が
逃
ぺ
て
ゐ
る
。
広
に
「
概
念
的
な
形
態
」
ご
は
何

制
田
氏
成
氏
は
世
田
て
-
』
の
附
舶
に
闘
し
弐
の
如
f
述
べ
ら
れ
た
。

/J> 

? 
「
こ
、
に
7

ル
ク

λ

は
「
観
念
的
な
形
態
」

E
し
て
、
法
律
的
、
政
治
的
、
宗
致
的
、
諮
術
的
、
ま
た
は
部
同
事

的
J

こ
い
ふ
ゃ
う
仁
、

そ
の
一
身
の
意
誠
の
形
腿
を
列
卑
し
℃
居
る
が
、
経
済
的
の
意
識
形
態
は
そ
の
内
に
敷

へ
ら
れ

τゐ
な
い
。
し
か
る
に
、

同
じ
一
公
式
の
中
に
は
、

「
こ
れ
ら
り
生
康
関
係
の
締
憶
は
、

法
律
的
お
よ

び
政
治
的
の
上
厨
建
築
が
協
う
て
立
つ
ご
こ
ろ
の
、

そ
し
て
、

一
定
の
枇
炉
問
尚
官
加
酬
が

rぽ
が
そ
れ
に
順
膝

す
る
正
こ
ろ
の
、
現
質
の
土
壷
た
る
枇
舎
の
純
務
的
構
造
を
形
成
す
る
」
ご
あ

h
、
こ
の
「
批
曾
的
意
識
の
形

態
」
の
中
に
は
、
経
憐
思
惣
も
、
宗
品
棋
や
哲
且
干
や
法
律
や
政
治
や
の
諸
思
想
正
岡
じ
ゃ
う
に
合
ま
る
、
も
の

一
三
九
)

(
且
帯
一
一
蹴

九

， 
"同

議

マ
ル
ク
ス
白
調
ゆ
る
枇
合
的
意
識
形
態
に
ヨ
い
て

第
二
十
二
各

カ通

『枇曾主義は聞に面するか光に面するか~ (r改詰』大正十三'r~JJ 盛行， 3耳)6) 



1脂

韓

マ
ル
ク
ス
の
捌
ゆ
る
枇
命
的
意
識
博
理
に
つ
い
て

第
二
十
一
審

(
銘
一
一
概
一
四
O
)

~~ 
o 

ピ
見
な
け
れ
ば
な
ら
向
。
し
て
見
れ
ば
、
-
公
式

ω先
き
に
患
げ
た
筒
所
に
お
い
て
、

7
u
y

ク
ス
は
一
々

ω意

識
形
態
を
列
記
し
な
が
ら
、
何

ω理
由
で
経
済
思
畑
山
だ
け
を
数
へ
な
い
で
あ
ら
う
か
o

か
の
「
御
念
形
態
」
ピ

匝
別
せ
ら
る
べ
き
「
物
質
的
に
自
然
科
離
的
に
応
貨
に
確
定
せ
ら
る
べ
き
生
産
保
件
の
謎
革
」
に
闘
寸
る
も

ハ
ノ
キ
」
a

、

〆

ν
t

一
定
の
経
済
事
貨
を
意
味
し
、
艇
憐
思
想
そ
の
も
の
を
意
味
し
な
い
。
戒
は
政
治
川
m
想
の
中
に
艇
掛

思
想
も
こ
め
ら
れ
て
居
る
か
正
一
再
ふ
に
、
そ
う
ご
は
忠
は
れ
な
い
I
o

ま
た
無
論
z包
れ
た
わ
け
で
は
ゐ
る
ま

ヤ」。

問
旭
は
、
一
公
式
的
前
に
山
工
ゐ
る
「
枇
命
的
意
誠
形
態
」
己
、
そ
の
後
に
山
て
ゐ
る
『
制
念
的
形
態
」
さ
の
関
係
如

何
ご
い
ふ
矧
に
叫
聞
は
る
。
今
花
的
見
る
ご
ζ

ろ
に
よ
れ
ば
‘
生
産
関
係
に
版
肱
す
る
ピ
よ
ろ
の
刷
命
目
的
怠
誠
形
腿

の
う
も
、
同
胞
憐
的
の
A
A
誠
形
越
正
宥
倣
す
べ
き
も
の
は
、
阪
ド
本
論
文
に
右
い

τ述
べ
来
っ
た
や
う
に
、
商
品
、

貨
融
市
、
資
本
、
街
伯
・
川
崎
仲
怖
、
利
閥
、
等
・
等
hr
指
す
の
で
ゐ
・
り
・

そ
れ
ら
の
意
識
形
態
は
全
(
生
産
山
剛
係
ピ
離

る
べ
か
ら
，
S
る
辿
絡
を
有
つ
も
の
で
ゐ
る
か
ら
、

そ
れ
ら
は
人
類
が
生
産
カ
ご
生
産
闘
係
己
の
矛
盾
を
意
識
す
る

に
到
。
且
っ
そ
れ
を
排
撃
せ
ん
ど
す
る
ぜ
こ
ろ
の
、
刷
飢
念
的
な
形
態
の
な
か
ド

μ合
ま
れ
な
レ
。
に
か
ら
?
恥
F
F

ー
は
、
後
に
い
ふ
ピ
こ
ろ
の
御
念
的
諸
形
態
の
中
か
ら
、
特
に
経
済
的
の
意
識
形
態
を
除
外
し
た
の
で
あ
る
。
例

へ
ば
明
治
維
新

ωプ
Y
ヂ
ヨ
ア
革
命
は
、
曾
王
懐
東
，
己
い
ふ
政
治
的
ま
た
は
宗
教
的
な
槻
念
形
態
の
下
に
行
は
れ

た
。
そ
れ
が
商
品
、
貨
融
市
、
回
開
他
、
両
個
格
Z
い
ふ
類
の
経
済
的
意
識
形
態
の
下
に
行
は
れ
た
の
で
な
い
1
』
ご
は
、



言
ふ
ま
で
も
な
い
。

マ
b
F

ク
ぞ
は
こ
の
場
合
、
明
治
の
革
命
は
曾
王
壌
市
周
ご
い
ふ
槻
念
形
態
か
ら
読
明
さ
る
べ
き

も
の
で
な
〈
、
蛍
附
の
生
産
関
係
|
|
経
済
事
賞
ー
ー
か
ら
の
み
説
明
さ
る
べ
き
も
の
だ
、
正
主
張
す
る
の
で
あ

る
o

し
か
も
骨
同
時
の
生
成
閥
係
|
|
経
済
事
質
1
1
の
設
明
は
、
そ
れ
ら
の
も
の
、
頭
脳
へ
の
反
映
た
る
、
商

日
開
、
貨
枇
m
・
債
錦
、
倒
格
、
等
・
等
の
経
・
悩
的
意
識
形
般
を
離
れ
て
行
は
れ
待
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

V
い
か
ら
経

済
事
質
的

J

解
剖
は
、
時
同
然
に
こ
れ
ら
経
憐
的
意
識
形
態
り
解
剖
正
な
る
の
で
あ
h
、
生
産
傑
件
の
縫
革
は
、

必
然

に
経
済
的
意
識
形
態
の
内
容
の
経
革
を
件
ム
の
で
ゐ
る
。

-
』
れ
を
現
代

ω資
本
家
的
枇
曾
に
つ
い
て
考
へ
て
見
て

も
-
生
産
関
係
は
刻
々
に
畿
化
す
る
の
で
あ
h
、
そ
れ
に
つ
れ
て
資
本
な
る
意
識
形
態
め
内
容
も
ま
た
訓
別
々
に
趨

化
す
る
0

(

例
へ
ば
資
本
の
故
新
形
践

Z
L
t
の
金
融
資
本
)
O

そ
れ
は
経
済
的
意
識
形
態

ω鍾
化
で
ゐ
る
o

正
こ

ん
で
、
こ
の
枇
命
日
の
下
に
お
り
る
生
産
力
正
生
産
闘
係
正

ω矛
盾
が
意
識
さ
れ
且
つ
排
撃
さ
る
、
に
至
る
べ
き
凱

念
形
態
は
、
例
へ
ば
枇
品
目
主
義
、
共
産
主
義
己
い
ふ
が
如
き
政
治
思
怨
正
な
っ
て
現
は
れ
る
o

古
う

L
て、

t'L 

ら
の
御
念
形
態
も
ま
た
、
現
貨
の
生
産
闘
係
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
て
ゐ
る
に
は
相
違
な

ν
が、

L
か
し
そ
れ
は
、

米
一
一
刈
の
侭
備
が
金
奪
回
で
あ
る
・
と
さ
れ
る
や
う
な
、
官
め
る
者
も
貧
し
き
者
も
、
老
人
も
子
供
も
、

柑
〈
も
今

ω世
に
住
め
る
者

ω誰
で
も
が
必
中
持
つ
一
1
ゐ
る
ピ
こ
ん

ω、
経
済
的
認
識
形
態
正
は
、
全
〈
そ
の
性
質
を
異
に

す
る
の
で
あ
る
。

.~ 

d附

議

マ
ル
ク
ス
白
調
ゆ
る
刷
命
的
意
識
琳
態
に
つ
い
て

第
二

l
二
番

(
弟
二
親
-
凹

日司


